
三
県
架
橋
建
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進
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長
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第
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カ
ヌ
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長
島
海
峡
横
断
大
会

　

児
童
・
生
徒
の
健
全
育
成
と
、
島

原
・
天
草
・
長
島
間
の
三
県
架
橋
構

想
の
実
現
に
向
け
気
運
を
高
め
る
た

め
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
第
30
回

カ
ヌ
ー
長
島
海
峡
横
断
大
会
が
８
月

22
日
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
三
県
架
橋
構
想
で
架
橋

の
経
由
地
で
あ
る
熊
本
県
天
草
市
、

長
崎
県
南
島
原
市
の
児
童
生
徒
ら
14

人
も
初
め
て
参
加
。
さ
ら
に
、
熊
本

県
玉
名
市
、
与
論
町
か
ら
も
８
人
が

加
わ
り
、
本
町
の
児
童
生
徒
24
人
と

合
わ
せ
て
46
人
が
、
ゴ
ー
ル
の
蔵
之

元
港
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
、
応
援
に
駆
け
付
け

た
家
族
ら
か
ら
声
援
を
受
け
な
が

ら
、11
時
30
分
に
牛
深
港
を
出
発
し
、

９
隻
の
救
助
船
が
見
守
る
中
、
力
強

く
海
面
を
漕
ぎ
進
み
ま
し
た
。

　

時
よ
り
潮
の
流
れ
や
う
ね
り
で
苦

戦
し
な
が
ら
も
、
長
島
海
峡
を
横
断

す
る
フ
ェ
リ
ー
第
２
天
長
丸
か
ら
の

エ
ー
ル
を
受
け
、
中
間
点
で
小
学
生

は
選
手
交
代
。
予
定
よ
り
約
30
分
早

い
、
午
後
１
時
30
分
頃
に
は
、
蔵
之

元
港
へ
全
員
が
無
事
に
ゴ
ー
ル
し
、

三
県
架
橋
の
建
設
促
進
を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

長
島
町
町
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業

子
ど
も
の
た
め
の
科
学
の
祭
典

～ 

小
惑
星
「
長
島
町
」
命
名
記
念
式
典
で
開
幕 

～

　

８
月
22
日
、
23
日
の
２
日
間
、
町

開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
と
総
合
町
民
体

育
館
で
「
子
ど
も
の
た
め
の
科
学
の

祭
典
・
長
島
２
０
１
５
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

祭
典
は
、
小
惑
星
「
長
島
町
」
命

名
記
念
式
典
で
開
幕
し
ま
し
た
。

　

こ
の
小
惑
星
（
１
４
８
５
０
）
は
、

天
文
家
の
渡
辺
和
郎
さ
ん（
札
幌
市
）

ら
が
１
９
８
９
年
に
発
見
し
、
今
日

ま
で
固
有
名
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
元
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

職
員
の
寺
門
邦
次
さ
ん
の
仲
立
ち

で
、「
Ｎ
ａ
ｇ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ
ｍ
ａ
ｃ
ｈ
ｏ

（
長
島
町
）」
と
命
名
、
国
際
天
文
学

連
合
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
認
定
証
の
贈
呈
式
が

行
わ
れ
、
そ
の
後
、
渡
辺
和
郎
さ
ん

と
、
寺
門
邦
次
さ
ん
両
氏
に
よ
る
記

念
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
終
了
後
、
総
合
町
民
体
育

館
で
は
鹿
児
島
市
立
科
学
館
、
大
学

講
師
、
近
隣
の
公
立
高
等
学
校
、
町

内
の
小
中
学
校
の
先
生
方
、
東
町
漁

協
な
ど
の
協
力
を
得
て
「
み
る
・
さ

わ
る
・
つ
く
る
コ
ー
ナ
ー
」
の
各
講

座
が
開
講
。
26
の
ブ
ー
ス
が
出
展
さ

れ
、
参
加
し
た
の
べ
４
７
０
人
の
児

童
生
徒
ら
は
、
興
味
の
あ
る
思
い
思

い
の
講
座
に
参
加
し
、
多
種
多
様
な

体
験
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

↑牛深ハイヤ橋を背にゴールを目指す選手ら

↑約 2 時間かけて無事にゴール！

↑認定書を手にする渡辺和郎さんと川添町長

↑洗濯のりと水・ホウ酸水を使ったスライム作り

5 広報ながしま


